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処理のソース・電子メール手順書 
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電子メール 
電子メール アカウントを処理のソースとして設定すると、Umango は電子メ

ールの受信トレイを監視し、必要な電子メールの添付ファイルおよび/または電子メ

ールの本文を処理します。処理のソースとして電子メールアカウントを設定するに

は、以下の手順に従ってください。 

 

1. 処理構成で、「ソース(1)」タブをクリックし、「コネクタ(2)」サブ

タブをクリックしてください。 

 
ソース構成へのアクセス 

 

2. 「コネクタの追加」ボタンをクリックしてください。 

 
「コネクタの追加」ボタン 
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3. ご希望のメールのプロトコルに「追加」ボタンをクリックします。 

 
メールプロトコルの選択 

 

 

4. メールサーバーの情報を入力します。 

 
POP3 および IMAP サーバーの設定 
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Office 365 サーバーの設定 

 

5. 「設定」タブ（1）をクリックし、監視するメールボックスフォルダを

選択します（2）。 

 
メールボックスフォルダ選択 
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6. Umango がメールをチェック間隔 (分単位) を入力します。 

 
メールチェック間隔の設定 

 

7. メール本文とメール添付ファイルのオプションを設定します。 

電子メールの添付ファイルおよび/または電子メールの本文から OCR で情報

を抽出するかどうか。 

 
メールの添付ファイルと本文の設定 
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8. Umango が電子メールを処理した後に電子メールをどうするかを選択

してください。(IMAP と Microsoft365 の設定のみ) 

 
処理後の設定 

 

 

9. Umango で処理するファイルの種類を選択してください。(電子メール

に選択したファイルの種類が添付されていない場合、電子メールは処理され

ません) 

 
添付ファイルの種類の選択 
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10. 添付ファイル名、メールの送信者、件名、本文をフィルタリングする

ためのテキストまたは正規表現 (REGEX) を入力してください。 

 
メールの送信者、件名、本文のフィルタリング 

 

フィルタリングを適用しない場合は、フィールドを空のままにしてくださ

い。正規表現(REGEX)の作成手順については、こちらのドキュメントを参照

してください。 

 

11. 保存ボタンをクリックしてください。 

 
保存ボタン 
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12. メールを監視するための処理サービスが開始されていることを確認し

てください。 

 
処理サービスの開始 
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